
   ◆ 講  師  名古屋経済大学教授　四辻秀紀　

　 ◆ 開講日  第3月曜日 13:00～14:30　　　

   ◆ 受講料  6ヵ月（6回）分 16,830円（税込）

   ◆ 持ち物　筆記用具

11月15日 柏木の書風

国宝源氏物語絵巻とその詞書書風について

2月21日 竹河・橋姫の書風

3月21日 源氏物語絵巻の料紙の魅力

12月20日 蓬生・関屋の書風

1月17日 宿木・東屋の書風

10月18日

2021年10月 ～ 2022年3月

«かな»は、漢字を省略化・簡略化して生み出され、展開したわが国独

自の文字です。各文字を連続させて書く連面体を用いながら、墨線の

美しさを充分に発揮させ、流麗で表情豊かな美の世界、平安時代の仮

名の名品・優品を取り上げます。

今秋、徳川美術館に所蔵される改装修理が終わった国宝「源氏物語

絵巻」が、公開される運びとなりました。現存最古の『源氏物語』の遺例

として知られる、この絵巻の魅力を探求するとともに、詞書にしたためられ

た、かなの美しさを鑑賞していきます。10月から始まる6ヵ月講座です。


